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研究成果の概要（和文）： 
ポンペイにおける道路排水機能に計画性を指摘した。さらに城壁を構成する石材の規格お
よび目地を考察することによって，都市形成の過程について考察した。また，住宅の切石
壁と比較することによって，規格の共通性を明らかにした。オスティアにおいては，切石
積み壁の分布を明らかにした。エジプトにおいては，古代末期の採石場における操業の実
態を明らかにするとともに，プトレマイオス朝時代の円柱の切り出し過程を復元した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Pompeian streets with stone pavements have been carefully planned to avoid over flow 
and standing water. And the outer perimeter wall, of which the stone blocks can be 
classified into five groups in their heights, has revealed interesting similarities in 
stone blocks of some Pompeian houses. In Ostia, a distribution map of stone block 
walls can be described in my investigation. In Egypt, the process of stone production in 
late antiquity has been reconstructed and a monolithic column provides a important 
evidence of stone processing in the Ptolemaic period. 
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研究分野：建築学 
科研費の分科・細目：建築歴史・意匠 
キーワード：ポンペイ，オスティア，アコリス，切石，オプス・クワドラートゥム 
 
１．研究開始当初の背景 
古代ローマの建築は，ギリシアから移入され
たと考えられているが，石材の生産，加工技
術あるいは石材に対する思想に関して，ギリ
シア的ではない特徴が古代ローマの都市，ポ
ンペイ，オスティアには見られ，エジプトか
らギリシアを介さずに古代ローマへ文化が
伝播した可能性について考えた。 

２．研究の目的 
以下のことを明らかにする。 
(1)エジプトにおける採石技術の発生と発展 
(2)エジプトからギリシアを介しない石材生
産，加工技術の古代ローマへの伝搬について 
(3)ポンペイにおける石材の使用実態 
(4)オスティアにおける切石積み壁体の使用
実態 
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３．研究の方法 
レーザー実測技術を応用して，従来の光波測
量技術では測り得なかった詳細な形状デー
タ，あるいは広範囲な測量エリアをカバーし，
遺跡，遺構を 3 次元の点群として記述する。
そのデータをもとに分析した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
（１）エジプトにおける成果	
 
古代末期の採石場について，採石過程を以下
の図のように復元的に明らかにした。	
 
古代末期の採石については不明な点も多く，
本研究では操業期間の推定にも成功してお
り，この成果は古代ローマ時代全体を見渡し
ても最初のものである。	
 

	
 
	
 

（２）ポンペイにおける成果	
 
ポンペイについては，国際学会にも成果を発
表し，道路排水に関する研究成果は 2011 年
には論文集の 1編としてイギリスにて出版予
定である。さらに，発掘報告書も出版し，2011
年には国際的に頒布する予定である。また，
国際学会での発表を通じて，イギリスのケン
ト大学，オックスフォード大学の研究者より
国際研究協力の申し出を受けており，今後は
緊密な国際協力のもとに調査，研究を進める。	
 
	
 
ポンペイの城壁の形成については，依然とし
て不明な点が多いが，目地の走り方や石材の
規格の分析から，いくつかの段階に分けて建
設されたことが指摘され，塔の付加に伴って
かなり大規模な改築が行われたことを示し
た。この成果は発掘報告書の一部として，公
開される。	
 
	
 
	
 また，他にもポンペイの都市構造について，
以下のような軸線を指摘し，都市形成史に新
たな知見を加えた。	
 
	
 
	
 

また，ポンペイの道路がもつ排水機能につい
て，上記のようにシミュレーションし，地下
排水路をもたないポンペイの雨水，汚水処理
の実態を明らかにした。	
 
	
 



（３）オスティアに関する成果	
 
オスティアについては，石造の壁そのものが
少ないため，まずは以下の図のような分布図
を作成し，これらが導き出す軸性について，
基礎的な考察を加えた。	
 
	
 
	
 

また，3 次元点群データを利用して，以下の
ようにテベレ川氾濫による洪水シミュレー
ションを行った。オスティアはローマの外港
であり，テベレ川の河口に位置する。ローマ
の洪水に関する研究が近年盛んであるが，オ
スティアについては，未だ研究されておらず，
災害と都市という視点からも，この研究の意
義は大きい。	
 
	
 

	
 	
 

(上から，冠水なし，地面より１ｍ，３ｍ，
６ｍの水位)	
 
	
 
	
 さらに，モザイクの保存，管理をかねて，
モザイクの正投影画像化に着手した。これは，

モザイクを構成するテッセラの一片にいた
るまでデジタル正投影画像（写真上で実測可
能）によって保存する技術である。	
 
	
 以下のモザイクのデジタル正投影画像の
生成を行った。	
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